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■ 開館時間 10：00～18：00
◎会期中、休館日はありません。

（入館は17：30まで）

■ アクセス

〕内スパンャキ谷渋學大院學國〔 82-01-4東区谷渋都京東 0448-051〒
TEL：03-5466-0359　WEB：http://museum.kokugakuin.ac.jp/

【渋谷駅から】  渋谷駅から徒歩約13分

 都営バス（渋谷駅東口バスターミナル5 4 番のりば学03日赤医療センター行）
車下」前学大院学国「

【表参道駅から】 表参道駅（地下鉄半蔵門線・銀座線・千代田線）B1出口から徒歩約15分
【恵比寿駅から】  恵比寿駅（JR山手線・地下鉄日比谷線）から徒歩約15分

 都営バス（恵比寿駅西口ロータリー1番のりば ータンセ療医赤日60学 
車下」目丁四東「）行

　戦乱の時代を経て「徳川の平和」を手に入れた人々は、

それぞれの生活の安定をめざして生業に励み、文化を作り

上げていきました。江戸時代は、さまざまな階層の人々や

地域が、文字を使った情報の伝達によってつながりあうこ

とで社会が大きく発展していったのです。

　支配・役職・生活・文化など、江戸時代の社会に欠かせ

ないあらゆる場面において、人や物、出来事を〈つなぐ〉

もの、それが古文書です。こうした古文書には文字だけで

なく、絵がふんだんに取り入れられていることも大きな特

徴の一つといえます。

　今回の企画展では、武家・公家・民衆それぞれの社会の

中を、またそれら異なる社会の間を相互につないだ古文書

を展示し、このつながりから江戸時代を見ていきます。

　文字と絵という違いだけではなく、形や大きさなどの違

いも含めて多様な古文書をご鑑賞ください。

みどころPOINT

主な展示品

本展示は國學院大學校史・学術資産研究センターで進めている研究事業
「國學院大學の学術資産の研究と展示公開」の成果の一部です。　　　　

1．江戸時代の著名人を発見！　徳川家康・吉良上野介・大岡越前。
2．裁許絵図の大きさを体感！　大型の裁許絵図（複製）を間近で。
3．古文書のつながりを探検！　赤穂事件、徳川家康の息子たち。

…つながりから江戸時代を考えます。

江戸城本丸御殿表･中奥絵図　　　　　　　　　　　　　　　　
慶長５(1600)年 徳川家康禁制　　　　　　　　　　　　　　　
慶長７(1602)年 下総国海上郡古市村御縄打水帳　　　　　　　
元禄８(1695)年 高家吉良義央書状　　　　　　　　　　　　　
宝永２(1705)年 甲州山梨郡栗原筋三日市場村宗旨改帳　　　　
享保５(1720)年 下総国香取郡本矢作村・大根村野境論裁許絵図
嘉永６(1853)年 彗星出現測星書記　　　　　　　　　　　　　

◎本学図書館所蔵資料等（久我家文書・土御門家記録・吉田家文書を含む）を中心に展示いたします。
◎７月１日（金）に一部展示替えを行います。
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無料・申込不要

ミュージアムトーク

museum talk
６月18日(土) 14：00～14：30

テーマ：戦乱から平和へ
７月２日(土) 14：00～14：30

テーマ：江戸時代を支える民衆
―― 講師 ――

根 岸 茂 夫
（國學院大學文学部教授）


